
侵害

中一拠収争が石

油戦争となっ
て

わが閣に街黙をf

与えて以来、
世

の中が少しく狂

い
は
じ
めた。

アラブとアブラだとか、
油断大敵といっ

たシャ
レがとばされるのがせめてものお

愛婿かもしれないが、
お蔭でガソリン・

スタンドに行くたびに慌が上っ
ていて、

まだまだ天井知らずの
勝
臓のが杭く
とい

う。
あまり
に
忽
ピ

ッ
チなので、
家の
近

芳3vd

〈のモービル系スタ

綴動
機

ツドで説明を求め
た

燃側駅前ι

ところ、一以か
ら一泌山

りつけちれた。
その

態度たるや、
まさに

惑徳商人ではないかと思つ
でもみ
だが？

とちらが弱い立場だから仕方がない。

とうし
？求況のなかで、
このところ新

聞
、

T
V
、

週
刊
誌
に
メ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言
策

が鎖出Tる。
私のような蒸人は、
当初、

メジ々
！とはなんぞやと思っ
たが、
ぞれ

が国際石油資木を意味することはすぐに

わかっ
た。
国際問問の研究会や座談会な

どで、
国際政治容専攻する同僚たちが、．

しきりに〆ジギ
l、
メジャ
ーというのを

l
問いて、
やはり博識なりと内心感心して

いたが、
一比一胞なところ、
なぜメジマ
！と

いうのか、
その話相聞はメジャ
ーH
B巾
g

t可申（渋
る、
はかり、
虫、
制限）
な
の

か、
メイジャ
lH
B
丘O吋H（大きい、

主要な、
医大な）
なのか、
わからなかっ

た。
石油危
機
平片めぐる
筒状況から
すれ

ば、
ま
さに
B
2
2
2
の方が
意
味の

主ではぴっ
たりする
昨今である。
陀窓し

で
み
て
も
英
字
の
紙
誌
に
は、

〆
ジ
プ
ー
と
い

う用語は出ていないようだ。
「時事英活

研究」
という雑誌も何べ
たが、
さっ
ぱり

中

的

わからない。
だとすると臼本

式造詩かも

しれない。
メイジャ
ーもしくはメiジャ

ーといわないのか、
メージャ
l・
ソ1グ

という
ではないか、
な
んて思っ
て
4デJm

た。
大学で菌際関係鈴を担当する身とし

で、－Lんなことがわかちないのは一気恥ず

かしいことだ、
と思っ
てもいた。

そのようなとき、
私が勤務する外路大

の英米科の教授が、
メジプ
ーは
g
EO】つ

なのか
s
gwmWC『φなのか、
と私
に質問

された。
令はり、
英
語学の権威でも疑問

をいにいていたことを知っ
て、
いささか

ほっ
としたのである。
昨日、
ある用件で

同じく外活大の英米
科教官が一
営陀会レ

ている席に出会っ
たとき、
まだまだこの

問題を請し合っ
ていて、
別のある教授は

「中附さん、
これからはメイジプ
！とい

っ
て下さい」
と、
お税をいただいた。

新しく出版される溺
伐閑話辞典や時間世

間語辞典は、
これまで、
まっ
たく収録し

たことのないメジャ
ーという新絡を一
斉

にとりあげるだろう。だが、なぜ
g
♂。円

がメジマ
！なのか、

私にはまだわからな

い。
お
そらく、
業界

用絡をマスコ
ミがそ

のまま用いたか、
わ

がマスコ
ミ特有の造

穏であるかのどちら

皿圃圃ーーー

街

政

かであろう。

わからないことといえば、
最近のわが

間をめぐる国際環境の厳しさのなかで、

いまζそ、
日米安保条約の廃棄をわが国

からアメリカに通告すべし、
という一元駐

英大伎の提言もあっ
た。
この期に及んで

白木が飽々

大国ででもあるかのようなこ

うし
？抱一dが新聞に出るのだから、
メイ

ツマ
ーがメジャ
ーといわれるのと間際、与

問民を感わすことになる。
（策京外務大助教授）
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